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Nano-JASMINEは、2011年 8月打ち上げ予定の位置天文観測衛星である。現在、文部科学省の宇宙利用促進
調整委託費の支援により、この衛星から下ろされるデータの解析・公開システムの構築を行っている。
データ解析では、ESAの大型位置天文観測衛星Gaia用に構築された解析ソフトウエアAGIS(Astrometric Global

Iterative Solution)を、Nano-JASMINE用に一部修正して用いる。AGISのソフトウエア本体の中には、衛星固有
のパラメータはハードコードされていない。衛星固有の部分は、衛星の仕様を表すパラメータデータベース (PDB)
とテレメトリをAGISの入力データに変換する IDT(Initial Data Treatment)の部分にきれいに分離されている。
そこで、Nano-JASMIMNE用の PDBおよび IDTを作成することで、AGISを Nano-JASMINE用に使うこと
ができる。現在、PDBは完成し、IDTのコーディングを進めているところである。また、ESA側ではAGISが
Nano-JASMINEの条件でうまく動作することを確認するためのソフトウエア (NJscanner)の作成が進んでいる。
また、HIPPARCOSデータと連携することにより、高い固有運動精度のカタログを作るための、AGISの改良が
進められている。あわせて公開用データベースWeb連携システムの設計・構築が進められている。
AGISは我々の次のミッションである小型 JASMINEにすぐには適用できない。そこで、より一般的な最小二

乗 solverの開発を、企業と共同で並行して進めている。これは、天文学の解析のみならず、衛星システムのパラ
メータの解析にも適用可能であるように設計されていて、これは、位置天文としてもカタログ精度の向上に有益
である。


